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○幕内会から提出された「石岡市の地域医療の確保についての要望」への対応等について

データ名称等 対応方針等

（1）石岡市及び２次医療圏におけ
る医療需要及び将来需要予測

①受療動向データ（石岡市・かすみがうら市・
小美玉市）第１回及び第２回会議で配布済
②将来の地域別年齢階層別人口推計（国立社会
保障・人口問題研究所より）第１回会議で石岡
地域の集計データを配布済
③茨城県地域医療構想（茨城県HPより）
④土浦地域医療構想調整会議資料

市町村については，国保レセプトデータ及び人
口推計，二次医療圏については，茨城県地域医
療構想等のデータを活用し対応可能。

（2）同圏域における各医療機関の
医療機能の現状と評価

⑤病床機能報告制度集計結果抜粋（茨城県HPよ
り）第１回及び第２回会議で配布済

病床利用率や患者数の推移等を踏まえ，各医療
機関の状況を把握することは可能。

（3）同圏域の同期間の医療提供
量，医療実績（病床稼働，手術実
績）推移と今後の予測

①受療動向データ
⑤病床機能報告制度集計結果抜粋
⑥第１回会議資料　配布済

国保レセプトデータ，病床機能報告集計結果及
びそれらをまとめた第1回会議資料により，実績
値の把握と実績数の推移を踏まえた予測は可
能。

（4）同圏域の同期間の救急医療の
実績，対市民への救急医療の貢献
度

⑦救急搬送実績　第１回及び第２回会議で配布
済

実績数の推移の状況等に基づく評価は可能。

（5）救急医療の将来予測と対応医
療機関

②将来の地域別年齢階層別人口推計
⑦救急搬送実績

救急搬送実績の推移と人口推計等から予測は可
能。

（6）介護，福祉需給環境調査（現
状と将来）

⑧医療介護提供体制の現状（日本医師会総合政
策研究所より取得可能）

専門委員会では，医療に係る課題に対する方策
に絞って検討を進めてまいります。

データ名称等 対応方針等

（1）各医療機関の経営状況及び医
療提供の安定性評価

病院提出資料（石岡市医師会病院，石岡第一病
院）ただし，非公開

医療機関から財務諸表の提出があれば，一定の
評価は可能。

（2）各医療機関の患者の地域分布
①受療動向データ
⑨病院提出資料

二次救急指定の４病院については，各医療機関
から提出されたデータ及び国保レセプトデータ
により把握することは可能。

（3）各医療機関の医療従事者状況
（医師，看護師，コメディカル）

⑤病床機能報告制度集計結果抜粋（茨城県HPよ
り）第１回及び第２回会議で配布済

各医療機関から茨城県へ報告している集計結果
から把握することは可能。

対応方針等 備考

（1）石岡市及び２次医療圏におけ
る医療機関の再編統合の可能性

特例法を含む法令や地域医療構想等を参考に，
専門委員会で検討することを想定。

医師数や病床利用率等の推移，立地，施設の築
年数，経営状況などの情報を参考とする。

（2）再編統合病院の経営主体（独
法，指定管理，地域連携法人な
ど）

再編統合の方針等が決まれば経営主体の検討も
可能。

（3）想定される統合再編医療機関
の事業計画（設計，建設，医療機
器整備の事業費）

地域医療振興協会提出資料で対応可能。
他県や他市の整備事例との比較や国，県の関係
部署，有識者からの意見等により，内容の精査
等も可能。

（4）想定される統合再編医療機関
の経営収支予測（経営シミュレー
ション）

地域医療振興協会提出資料で対応可能。
他県や他市の整備事例との比較や国，県の関係
部署，有識者からの意見等により，内容の精査
等も可能。

（5）統合再編医療機関以外の医療
機関（石岡循環器科脳神経外科病
院，山王台病院）の病床整備

特例法に基づく，既存病院の医療機能の拡充も
しくは複数病院の再編統合に絡む医療機関の病
床整備（増床）であれば，対応可能。

　

　

１.医療環境調査

２.石岡市及び２次医療圏における医療
機関の経営運営状況

３.石岡市及び2次医療圏における適正
医療機関配置の検討
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石岡地域の医療機関再編による医療確保について 

―医療法人幕内会山王台病院病床配分（40~60 床）計画― 

【石岡市の地域医療の確保についての要望別冊】 

令和 1 年 10 月 13 日 

医療法人幕内会 理事長 幕内幹男 

■はじめに 

幕内会では、石岡市及び石岡市民とって最もふさわしい地域医療体制は如何にあるべきか、また

最も重要な当院が担っている地域における救急、消化器疾患、成人病、がん治療、高齢者、透析、眼

科などの医療を継続、維持させ、さらに将来の医療需給の見通し、市内医療機関の運営状況、診療実

績などを踏まえ、病院再編整備の一環としての産科、小児科医療体制整備を含め、当院が果たすべき

役割と機能、規模について山王台病院病床配分（40~60 床）計画としてまとめた。 

 

１．石岡市の地域医療の確保についての要望（9 月 27 日及び 10 月 13 日）の要約 

石岡市長今泉文彦殿、石岡市地域医療に係る対策を検討する委員会殿宛てに提出させていただ

いた要望は以下となる。 

 

要望－１：市内医療機関の経営実態、運営状況、診療実績を踏まえ、第三者機関において論理的か

つ客観的な資料の提供をお願いする。それに基づき公平に病床が配分されることを望む

ものである。 

要望－２：地域医療機関の病床再編の病床配分に当たっては、当院での当面の不足病床数に相

当の 40-60 床以上の病床を当院へ配分いただければ幸甚とするところである。 

 

2． 石岡地域の課題と山王台病院の実績 

（１）石岡地域の課題認識 

石岡地域における医療提供に於いての課題を以下にまとめる。 

· 石岡地域では急性期病床として一般病床が 333 床（医師会病院 75、第一 86、石脳 63、山王台 109）

存在するが稼働率が低く、必ずしも十分に病床が機能していない。 

· 石岡地域においては産科がなく、小児科領域の医療提供が希薄で、特に入院治療に対応できる医療

機関整備が求められている。 

· 慢性的な医師不足と医療圏内の医療資源の偏在（土浦市に集中）がある。 

· 医師（診療所）の高齢化が進み、医師不足と合わせ、緊急のかかりつけ医機能の体制維持が困難と

なっている。 

· 現在、同地域で受診できている外来診療についても、医師の高齢化、医師不足から供給体制の不足

が想定される。 

· 入院診療については、50%以上が地域外流出しており、地域内での受療機会の増加が必要である。  

参考資料 5 



2 

 

（２）石岡地域の救急医療 

❶石岡市消防本部管轄救急搬送実績 

·  石岡市消防本部の救急搬送は、年

間約 3,500 件発生している。そのう

ち 17.9%の 572 件が山王台病院で

ある。 

· 三次救急病院である土浦協同病院

への搬送の 50.8%は軽傷患者であ

ることから、トリアージ的意味から

も石岡地域での一次、二次の救急受

け入れの拡充が求められる。 

 

➋石岡市・かすみがうら市・小美玉市消防  

 本部救急搬送実績推移 

山王台病院は石岡地域における二次

救急実績でも、平成 26 年から平成 30

年の間、最も多くの搬送患者を受け入

れし、石岡地域の中での中核的病院と

して地域医療を支えている。 

 今後は、人口増が顕著な高齢者の救

急医療に力点を置き地域医療に貢献

する予定。 

 

 

（３）石岡地域における外科的（手術）治療 

石岡地域内にて、外科領域の診療科を標

榜の右図の４病院の比較において、当院が

最も多くの手術実績（866 件）を持ってい

る。 

この他、当院では眼科術式件数（2,821

件：2018.1~12）の実績を有する。この実

績数は、当院以外の３病院からの紹介患者

も含まれ、地域中核的病院としての役割を

持っている。 
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３．当院の課題と対策 

  

石岡地域医療の課題を踏まえ、当院では、可能な限りの医療提供に努め地域医療を確保しているが、 

次の課題も抱え、今後具体的な対策を実行していく必要がある。 

 

（１）一般急性期病床の不足 

慢性的な病床不足状況にある。常に 100％に近い、あるいはそれ以上の病床利用率となっており、二次

救急患者の受け入れ、および三次医療機関へ紹介した患者の逆紹介が受けられないほどの深刻な状況

にある。 

また現在、高齢者の急性期領域の疾患（肺炎など）の急激な増加に伴う入院患者の受け入れに病床が不

足しており、緊急な病床確保が必要となっている。 

 

（２） 産科、小児科病床の確保  

  石岡地域での対応ができなくなった産科及び小児科（2 次医療）に対し、当院受診患者様、同家族他、

地域住民の方々から幾度となく開設要請が当院に寄せられており、開設に向けて準備中であったが、市

内産科診療所の閉鎖がこの開設要望に拍車をかけることになり、当院の地域での役割に照らし合わせ、

喫緊の課題として受け止めている。 

  小児科については令和 2 年度内での開設、産科については具体的な整備について当院の連携医育機

関の昭和大学と協議に入っている（詳細は後述）。 

 

（３） 医師の安定確保 

現在 15 名の常勤医師が勤務している（次々ページ人員一覧参照）が、今後も常勤医師をはじめとする

スタッフの継続的かつ安定的確保を目指す上で、次の対策を講じている。 

 

❶施設認定 

医師が専門医の認証に必要な各医学会の施設認定を受けている。 

 

❷昭和大学研修協力施設 

 

 

·  日本外科学会外科専門医制度関連施設 ·  日本外科学会外科専門医修練施設

·  日本消化器内視鏡学会指導施設 ·  日本消化器外科学会認定関連施設

·  日本透析医学会教育関連施設 ·  日本乳癌学会関連施設

·  日本認知症学会教育認定施設 ・日本口腔外科学会認定准研究施設

・昭和大学臨床研修病院群臨床研修病院協力施設 ・昭和大学学外臨床研修医療機関

・昭和大学外科専攻医研修連携施設
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（４）S-TEC（昭和大学・山王台病院 医療技術内視鏡手術トレーニングセンター）設立、運営 

医師が働くうえで魅力的な環境を整備することを前提とし、S-TEC（医療技術 内視鏡手術トレーニ

ングセンター）を昭和大学との共同企画施設として、幕内会が建設・運営を行っている。 

現在、在京医科大学（昭和、慶応、東邦、慈恵、順天堂、東京）の学生、研修医のトレーニング及び手

術機器メーカとの共同企画で関東圏域の外科医師の内視鏡下手術技術向上に同施設を提供している。 

 

（５）看護職員の安定確保 

当院では、10:1 看護で病棟運営を行っているが、今後 ICU の運営及び看護職員の確保を行い 7:1

看護の実現を目指している。（次ページ人員一覧参照） 

そういった中で、平成 28 年から「子女保育手当（男女共）」の全額支給を行い、看護師の就業環境を整

備してきた。 

来年度（令和 2 年 4 月）からは「院内保育所」を開設する予定で現在、運営委託（キッズコーポレ

ーション）契約の締結など開設の準備を行っている。 

 

（６）地域の病院等と病診連携の課題と対策  

石岡地域の医療の確保に当たっては、各医

療機関がそれぞれの特徴を生かし医療機能

を分担することが必要で、その為には地域

医療連携が前提となる。当院はこの連携を

推進すべく、地域医療連携室を設置し、円

滑な病病連携、病診連携を目指している

が、当院の病床が常に満床状態（右上図）

にあり、周辺医療機関からの受け入れが難し

くなってきている。 

また三次医療機関からの逆紹介も受けられ

ない状況（右下図）が出現し、石岡地域の医療

確保を行う上で、一般病床の当院での増床が必

須条件となってきている。 

 

 

（７）人工透析医療の安定供給 

 人工透析ベッド 60 床を備え、現在 239 人の患者を受け入れているが、更に受け入れは可能。 

  自家発電・地下水プラント設備を 2011 年に東日本震災後に完備したことによって、災害時により 

  安定した治療を供給することが可能になった。 

 

山王台病院周辺

医療

機関 逆紹介

紹介

高次

医療

機関逆紹介

紹介

眼科・内科クリニック

第一クリニック

第二クリニック

※当院の病床不足

により受け入れ

できない

※当院の病床不足

により受け入れ

できない
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※４病院職員一覧(山王台病院・附属 C の（赤文字）は令和元年 10 月 1 日現在値。他院は平成 29 年 7 月 1 日現在) 

病院名 石岡市医師会病院 石岡第一病院
石岡循環器科脳神

経外科病院

設置主体 一般社団法人
公益社団法人地
域振興協会

医療法人石岡脳神
経外科病院

施設建設年 S61年 H20年 H2年

許可病床

一般 急性期 75 86 63

回復期 40

療養（医療） 慢性期

療養（介護） 慢性期 45

内科 内科 脳神経外科

※５割以上の患者を診療科。５割を超える 整形外科 整形外科 心臓血管外科

診療科がない場合は、上位３つの診療科。 泌尿器科 小児科 循環器内科

DPC制度 なし Ⅲ群 なし

救急告示病院の告示の有無 有 有 有

二次救急医療施設の認定の有無 有 有 有

在宅療養機縁病院の届出の有無 有 有 無

医療従事者(人) 訂正値(R110.01） 旧数値(H29.7.1）

医師 常勤 5.00 12.00 15.00 11.00 4.00

非常勤 4.00 4.10 9.80 11.00 7.90

歯科医師 常勤 0.00 3.00 3.00 2.00 0.00

非常勤 0.00 0.00 0.06 0.30 0.00

看護師 常勤 35.00 67.00 59.00 39.00 34.00

非常勤 15.20 5.10 6.80 11.70 4.40

准看護師 常勤 10.00 19.00 34.00 33.00 5.00

非常勤 15.20 0.50 4.90 6.60 2.30

看護補助者 常勤 25.00 14.00 45.00 42.00 10.00

非常勤 5.50 0.30 2.80 1.20 6.70

理学療法士 常勤 7.00 5.00 16.00 10.00 6.00

非常勤 0.00 0.00 - 0.00 0.00

作業療法士 常勤 3.00 4.00 4.00 1.00 3.00

非常勤 0.70 0.00 0.15 0.80 0.00

言語聴覚士 常勤 2.00 0.00 3.00 1.00 2.00

非常勤 0.00 0.10 0.00 0.60 0.00

薬剤師 常勤 2.00 4.00 4.00 1.00 2.00

非常勤 1.20 0.60 0.45 1.40 0.70

放射線技師 常勤 5.00 6.00 9.00 9.00 8.00

非常勤 0.80 0.00 0.45 0.20 2.00

臨床検査技師 常勤 2.00 6.00 9.00 6.00 5.00

非常勤 0.00 0.00 0.90 1.60 0.20

臨床工学技士 常勤 0.00 0.00 11.00 11.00 2.00

非常勤 0.00 0.00 0.60 0.60 0.00

管理栄養士 常勤 2.00 1.00 3.00 2.00 1.00

非常勤 0.00 0.00 - 1.50 0.00

医療機器

CT マルチスライス64列以上 1台

マルチスライス16列以上64列未満 1台 1台

マルチスライス16未満

MRI 3T以上

1.5以上3T未満 1台 2台

1.5T未満

その他 血管連続撮影装置

入院患者の状況

在棟患者延べ数（年間） 急性期 24,251人 22,115人 21,837人

回復期 10,609人

慢性期 13,291人

1日あたりの入院患者数 102.9人 89.7人 59.8人

85.7 71.2 95.0

休日に受診した患者延べ数 490人 1,224人 694人

　　うち診察後直ちに入院となった患者延べ数 89人 104人 126人

夜間一時間外に受診した患者の延べ数 549人 2,747人 964人

　　うち診察後直ちに入院となった患者延べ数 134人 303人 231人

救急車の受入件数　H28.7～H29.6 377件 456件 1062伴

関連医科大学
特定の医科大学に

限らず
自治医科大学

聖マリアンナ医科
大学

診療科

内科，皮膚科，小
児科，外科，泌尿
器科，脳神経外
科，整形外科，眼
科，婦人科，リハ
ビリテーション
科，放射線科

内科，小児科，
外科，整形外
科，形成外科，
耳鼻咽喉科，放
射線科,歯科口
腔外科

リハビリテーショ
ン科，循環器科，
脳神経外科，心臓
血管外科

山王台病院及び附属Cの（赤文字）は令和元年10月1日現在値。他院は平成29年7月1日現在 

内科，呼吸器内科，循環器内科，消化器内科，
腎臓内科，皮廚科，外科，呼吸器外科，心臓血
管外科，乳腺外科，気管食道外科，消化器外
科，泌尿器科，肛門外科，脳神経外科，整形外
科，眼科，耳鼻咽喉科，リハビリテーション
科，歯科口腔外科

113人

1,828人

334人

1,124件

昭和大学

112人

102.7

1,716人

1台

59,996人

無

2台

1台

病床利用率
※病床利用率：在院患者数×100/許可病床数×365

※値が大きいほど高画質の
画像が得られる

主とする診療科

山王台病院及び附属クリニック

医療法人幕内会

H11年

109

外科

内科

腎臓内科

なし

有

有
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４．当院の課題と対策における病床配分の意味とその計画 

石岡地域の適正な医療確保を行うには、小児、産科など病床整備を必要とする医療機関への適切な

配分が必要となる。すなわち、当地域で医療が不足している小児科二次医療及び周産期医療、ハイリ

スク分娩に対応できる産科領域の医療提供を行う医療機関への優先的病床配分が必要となる。 

当院では、この小児科、産科の開設について現在、医師確保に向けて、昭和大学と協議に入ってい

るところで、従来から不足していた一般急性期病床と合わせ病床の確保を行いたい。 

 

（１）当院が提供する医療領域 

現在の標榜診療科は、26 診療科であるが、地域での需要に対して、石岡地域で対応できていない、

「小児科」「産科」については、関係行政機関及び周辺医療機関との協議に基づき具体化して行く。 

 

❶標ぼう診療科 

外科、消化器外科、気管食道外科、腫瘍外科、肛門外科、乳腺外科、呼吸器外科、心臓血管外科、 

内視鏡外科、整形外科、脳神経外科、歯科・口腔外科、耳鼻咽喉科、内科、消化器内科、 

循環器内科、脳神経内科、腎臓内科、人工透析内科、呼吸器内科、皮膚科、泌尿器科、眼科、 

リハビリテーション科 

内分泌内科、リュウマチ・膠原病内科（計２６診療科） 

 

❷新たな標ぼう診療 

小児科･産科の開設を予定する。 

現在、小児科については、令和 2 年度中の開設に向け、入職希望医師へ診察室建築計画の提示を行

うなど具体的な協議に入っている。 

 産科については、開設に向けて昭和大学からの医師派遣と支援を要請しており、確保に向けて具

体的な協議に入っている。 

■昭和大学との協議予定 

令和 1 年 10~11 月 小口理事長面談予定（決定） 

令和 2 年１~３月  産婦人科講座教授面談、 小児科講座教授面談（申込・調整中）  

 

（２）当院が必要とする病床数 

  当院が必要とする病床は、小児科、産科の新設診療科に伴う病床のほか、従来から不足してい

る一般急性期病床、及び今後更に激増する高齢者急性期（肺炎など）医療病床となる。また、二

次救急病床及び三次救急医療機関へ紹介した患者の逆紹介受け入れ病床となる。以下、必要病床

を算定する。 
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❶石岡地域の推計入院患者数 

石岡地域の将来推計人口に茨城県の受療率を乗じて算出した推計患者数に、3 市内医療機関への入

院割合を乗じて推計入院患者数を算出すると、1 日当たり 520 人と推計される。これに他市からの流

入患者数の想定値（幕内会の 4 医療機関における流入割合が地域全体に該当すると仮定）を加えるこ

とで、石岡地域の医療機関における 1 日当たり推計入院患者数は 605 人との推計結果となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷石岡地域で担うべき高度急性期・急性期・回復期の推計患者数 

病床の再編について協議がなされている石岡第一病院は地域包括ケア病床を有していることから、

再編の検討には高度急性期・急

性期のみならず回復期まで対象

にした医療需要の検証が必要で

ある。茨城県地域医療構想にお

ける必要病床数のうち、高度急

性期・急性期・回復期の構成割合

（77%）を採用し、この構成割

合を上記１）で求めた推計患者

数に乗じることで、石岡地域に

おける高度急性期・急性期・回復

期の医療需要を求めると、１日

当たり466人の入院患者需要が

あると推計される。 

 

 

 

 

 

 

2025年の石岡市、かすみがうら市、小美玉市１日当たり推計入院患者数 （単位：人）

一般病床 療養病床 合計

石岡市 620 88 708 46.9% 332

かすみがうら市 330 47 377 10.2% 38

小美玉市 387 55 442 33.8% 149

合計 1527 520 85 605

※1：第1回地域医療に係る対策を検討する専門委員会資料より

※2：Aに流入割合（想定）の16.4%を乗じる

1日当たり推計入院患者数 3市内の医療機関にお

ける推計入院患者数

A＋B

他市からの流入患者

数（想定値）※2

B

推計入院患者数

（3市内医療機関）

A

３市内

受診率※1

茨城県地域医療構想における必要病床数の構成割合

医療圏 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

茨城全県 10% 34% 33% 23% 100%

高度急性期・急性期・回復期の割合 77%

他市からの流入割合の根拠


（平成30年度の山王台病院＋附属クリニックの市町村別入院患者数）

石岡市 21,412 49%

小美玉市 12,252 28%

かすみがうら市 2,865 7%

行方市 2,371 5%

その他 2,106 5%

鉾田市 1,310 3%

笠間市 981 2%

土浦市 417 1%

合計 43,714 100% 100%

出典：医療法人幕内会調べ

16.4%

84%84％ 

16％ 
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❸石岡地域の病床数 

石岡市、かすみがうら市、小美玉市内の医療機関の稼働病床数（2019 年 8 月時点）をベースに、

第 2 回地域医療に係る対策を検討する専門委員会にて検討された、石岡第一病院と石岡市医師会病院

の再編統合案を前提として総病床数を算出すると、516 床となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹石岡地域の病床の過不足検証 

❷で求めた石岡地域の 1 日当たり推計入院患者数が 466 人に対し、石岡地域の病床数は 516 床で

ある。病床利用率を 80%と仮定すると、1 日に受け入れ可能な患者数は 413 人となり、53 人分の病

床が不足する推計結果となる。病床利用率で割り返すと、病床数としては 66 床が不足するというこ

とになる。当院がこの地域に貢献するに必要な整備対象病床が 66 床不足するということになる。 

  

 

❺当院で整備する病床  

石岡地域で必要とする病床数 66 床の内、当院としては、病棟整備計画（老健施設あいあいの病院

への改修（次項参照））の対応できる施設計画の関係から、最大 60 床の増床は可能であることか

ら、地域医療構想における病床再編の調整会議にて調整いただくことになるが、40~60 床の病床

整備を予定（要望）する。 

 

 

 

 

 

診療圏（石岡市、かすみがうら市、小美玉市）内の医療機関の稼働病床数

医療機関名 稼働病床数 備考

石岡第一病院*

石岡市医師会病院*

山王台病院＋附属クリニック 109

石岡循環器脳神経外科病院 63

美野里病院 27

小美玉市医療センター 41

八郷整形外科内科病院 50

府中クリニック 14

長尾眼科 4

小塙医院 8

合計 516 *合計200床と仮定した場合の総病床数

？
地域医療に係る対策を検討する専門委員会等で

協議がなされている

※急性期一般入院料、地域一般入院料、回復期リハビリ入院料、地域包括ケア病棟入院料、有

床診療所入院料（一般）を算定している病床を対象とする
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❻石岡地域での病床の過不足検証のステップのまとめ 

項目 備考（算出方法） 

A 
1、527

人 

診療圏の 1 日当たり推計入院

患者数（2025 年） 

石岡市、かすみがうら市、小美玉市の推計患者数を

それぞれ算出 

B 520 人 

診療圏内医療機関における 1

日当たり推計入院患者数（診

療圏内在住患者のみ） 

3 市内受診率（石岡市民＝46.9％、かすみがうら市

民＝10.2%、小美玉市民＝33.8%）それぞれ乗じ

て、診療圏の推計患者数を算出 

C 16.4% 
その他の市町村からの流入割

合 

山王台病院＋附属クリニックの他市からの流入患者割合 

※この割合が、他の医療機関にも該当すると推定 

D 85 人 他市からの流入患者数 B×C 

E 605 人 
診療圏内医療機関における 1 日

当たり推計入院患者数（合計） 
B+D 

F 77% 
高度急性期・急性期・回復期

の患者割合 

地域医療構想における必要病床数から、高度急性

期・急性期・回復期・慢性期の構成割合を算出（総

数から慢性期病床を除いた病床の割合＝76%） 

※この割合が、患者需要にも該当すると推定 

G 466 人 

診療圏の 1 日当たり推計入院

患者数（高度急性期・急性

期・回復期の患者） 

E×F 

H 516 床 
診療圏の稼働病床数（一般病

床） 

石岡第一病院と石岡市医師会病院は再編統合＝200

床、その他の医療機関は現在（2019 年 8 月時点）

の稼働病床数を据え置いて算出 

I 80% 病床利用率 

山王台病院他市内４病院における平均病床利用率 

（石岡第一病院、医師会病院については今後の期待

値として現行利用率の 1.2 倍を設定） 

J 413 人 
診療圏の医療機関で 1 日に受

け入れ可能な入院患者数 
H×I 

K -53 人 受け入れ不可能な患者数 J－G 

L -66 床 不足病床数 
K/I （病床利用率で割り返して受け入れに必要な

病床数を算出） 

→60 床整備（山王台病院の増床により対応） 

整備病床は、看護単位及び看護師配置を想定し、30 床×2 看護単位として 60 床とする。 


